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結論の要旨:

Executive Summary
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図1. 農業活動別の温室効果ガスの排出量
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農業活動により、土壌や家畜から膨大な温室効果ガス
が排出されている（直接排出）。また、間接的には化石燃
料や農薬の生産、土地の農地化により温室効果ガスが
排出される（間接排出）。世界中で行われる農業に起因
する温室効果ガスの直接・間接排出量の合計は、CO2
換算8.5～16.5 Gt（脚注1,2）で、これは世界で排出さ
れる温室効果ガス全体の17～32％にあたる。（図1）

これまで観測された大気中の温室効果ガス濃度異常は、
数千年前に始まった水稲栽培の発達のような、黎明期
における農業の変化に関連づけられるだろう。20世紀
になると、化学肥料の利用、新種開発（「緑の革命」）、大
規模農業システムへの切り替えなど、農業はさらに著し
い変化を遂げた。そしていま、これら「工業化」された農
業の持続可能性が疑問視されている。

今日の工業化された農業活動が引き起こした環境問題
を解決する鍵は、二酸化炭素の大きな吸収源（カーボン
シンク）を確保し、気候変動の緩和策になりうる農法へ
の転換である。例としては、農地管理の徹底（休閑地に
しない、農薬の適正使用など）、放牧地の管理、二酸化
炭素の吸収源になる有機土壌に戻すことなどがあげら
れる。肉の生産は、人間の食物連鎖に組み込むには効
率が悪く、しかもそのプロセスで大量の温室効果ガスを
排出する。したがって、肉の消費量を減らすことは、農業
に起因する温室効果ガスの大幅削減につながる。つま
り、農業の方法によっては、温室効果ガスを大量に排出
する側から、あまり排出しない側、さらには二酸化炭素
の純吸収源となるような側へと、立場を変えることも可
能なのだ。

脚注1）1Ｇｔ（ギガ・トン）＝1Ｐｇ（ペタ・グラム）＝10億トン。
CO2換算を100万トンに変換するには1000をかければいい。
例：CO2換算15.5 Gt ＝ CO2換算15.5 Pgまたは155億トン 

脚注2）温室効果ガスである亜酸化窒素（N2O）とメタン（CH4）の排
出は、通常CO2を１単位とする100年間の地球温暖化係数（GWP）
で表すことができる。N2OはCO2の296倍、CH4は23倍の温暖化係
数をもっている。

世界の農業による温室効果ガス排出量の合計（土地利用変化に起因
する排出量も含む）。直接排出（農業活動で発生するメタンガスと亜酸
化窒素ガス）と間接排出（化石燃料の使用や土地の農地化によって発
生する二酸化炭素）の合計。パーセンテージは世界の温室効果ガス排
出量の割合。
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まとめ: 農業における温室効果ガスの
主な発生源 表1. 農業による温室効果ガスの直接/間接排出

農業別発生源　 100万トン 
温室効果ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　CO2換算
肥料を含む土壌からの亜酸化窒素排出 2128
畜牛の消化管内発酵によるメタンガス 1792
バイオマス燃焼 672
コメ生産 616
たい肥 413
肥料の生産 410
かんがい 369
農業機械（種苗、耕作、散布、収穫）　　　　　 158
殺虫剤生産 72
農地化 5900

数字は、平均値を表すものである

Executive Summary

農業活動によって直接排出される温室効果ガス量は
CO2換算5.1～6.1 Gt（世界全体の排出量の10～
12％）である。主な内訳はメタンガス（CO2換算
3.3 Gt/年）と亜酸化窒素（CO2換算2.8 Gt/年）で、
二酸化炭素の排出量は非常に少ない（CO2換算
0.04 Gt/年）。

肥料を含む土壌から発生する亜酸化窒素（N2O）と、
畜牛の消化管内発酵によるメタンガス（CH4）の排出
量がもっとも多く、2005年の農業活動から排出され
る二酸化炭素以外の排出量のうち、それぞれ38％と
32％を占める。亜酸化窒素の排出は主に、窒素肥料
や土壌に散布される肥料とたい肥に起因する。肥料
は過剰散布されることが多く、作物に十分吸収され
ないため、余った亜酸化窒素が大気中へと消える。そ
の他の排出源は、バイオマスの燃焼（12％）、コメ生
産（11％）、たい肥の管理（7％）である。（表1）

農業目的のための開拓（農業そのものよりも土地利
用の変化）で在来植生を刈り取ってしまうことにより、
生態系に含まれる大量の炭素が二酸化炭素（CO2換
算5.9 ± 2.9 Gt/年）として放出される。

温室効果ガスの発生源や排出量は地域によって大き
く異なる。世界全体では、農業活動で排出されるメタ
ンガスと亜酸化窒素は1990年～2005年にかけて
17％上昇した。2030年までには、窒素肥料の利用と
家畜生産の増加にともない、さらに35～60％の上昇
が見込まれている。
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図2. 農業による温室効果ガスの発生源（土地利用の変化を除く）

©
r

G
á r

tl
e

B 
D/

e c
ae

pn
e e

記号の読み方：CH4（メタンガス）、N2O（亜酸化窒素）、CO2（二酸化炭素）
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